
◆ ◆

選 ば れる 私 学 を め ざす 組織 づ くり
～学校改革とリスクマネジメント～

この研修会は、学校経営・学校組織運営を支える管理事務職員の方々の専門性の向
上をめざして、最新の情報提供とネットワークの構築を目的としています。今年度は、
地域社会から信頼を得られる学校づくりのために、取り組むべき学校改革の方策と危
機管理の問題をとりあげることとしました。
管理事務職員は、生徒の学習・生活環境を守り、保護者との確実な信頼関係を築く

ために、危機管理に対する専門性を養うことが不可欠です。日々の学校生活のなかに
ひそむ危険、災害、不慮の事故など、不測の事態が起きた時でも、各教職員が本来の
職務に専念できるようなバックアップ体制を整えるなど、堅実で組織的な対策が重要
と考えます。
さまざまな経験、実績をふまえた講演とともに、多くの参加者との情報交換により

充実した研修となるようふるってご参加ください。

◆ ◆ 平成23年７月１日（金）

◆ ◆ 私学会館（アルカディア市ヶ谷）

◆ ◆ 100名（先着順）

※募集人員をこえた場合は期日前でも締め切らせていただくことがあります。

◆ ◆ 理事・事務局長・事務長・事務職員

◆ ◆

◆ ◆ 演 題 「学校を取り巻くリスクとその対応のポイント」

◆ ◆ 講 師 茂 木 寿
（東京海上日動ﾘｽｸｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ株式会社 上席主席研究員）

※講演内容の参考のため、申込書中のアンケートにご協力ください。

◆ ◆ 演 題 「脱民主化とサービス業としての学校改革」

◆ ◆ 講 師 松 良 千 廣（常盤木学園高等学校 理事長・校長）
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◆ ◆ （２０～３０人程度の少人数グループで行います。）

討議題 ①「学校改革について」
②「リスクマネジメントについて」

グループ分けの参考のため、一番話し合いたい討議題を上記より選び、
具体的なテーマや実践例を申込書中のアンケート記入欄ご記入ください。

◆ ◆ 分散会報告と研修会総括

各分散会での討議内容を共有し、一日の研修を総括いたします。あわせて
参加者相互の交流を深め、今後のネットワークづくりに供したいと思いま
すので、名刺交換ができるようご準備ください。

◆ ◆
◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇

講演Ⅰ 「学校を取り巻くリスクとその対応のポイント」
◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇

講演要旨
われわれを取り巻く社会環境は刻一刻と変化している。その変化に伴って取り巻くリスクも多様化

し、数年前では考えられなかったようなことが新たなリスクとして発生している。これは、私立学校
においても例外ではないことは、皆様が最も身近に、そして直接感じているところではないだろうか。
今回は、現在、私立学校を取り巻くリスクを改めて整理することにより、そのリスクへの対応策の

構築に僅かなりともお役に立てればと考えている。そのために、事例やケーススタディも織り交ぜ、
より具体的にリスクに対するイメージを沸かせられるようご説明申し上げたい。

講師プロフィール 茂木 寿（もてぎひとし）東京海上日動ﾘｽｸｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ株式会社上席主席研究員

1988年アラビア石油株式会社入社。同社にて、原油・石油製品のマーケティング・市場調査及び
在外事務所の管理等に従事。1999年より、東京海上日動リスクコンサルティング株式会社にて、主
に企業等の総合的危機管理体制の構築、内部統制、広報危機管理、海外ビジネスリスク、感染症対策
等のコンサルティングに従事。また、官公庁・自治体等の公的機関の各種委員会等の委嘱等にも数多
く携わっており、これまでコンサルティングで携わった企業・組織は500社を超える。論文・著書等
は数多く、特に昨今の組織におけるリスク情勢等に関する分析については、各方面から高い評価を得
ている。なお、講演数も年間平均30件以上（2000年以降の累計で400件以上）に上る。主な著作
として「リスクマネジメント構築マニュアル」かんき出版（2007年9月）がある。

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇

講演Ⅱ 「脱民主化とサービス業としての学校改革」
◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇

講演要旨
労働組合や保守的な教員が主張してきた学校の民主化路線を打ち切り、学校運営の正常化を実現す

る経過、又学校が販売する商品名は「生徒の未来の幸せ」であり、それに優先されるものがあっては
ならないという考え方を徹底させるまでのバトルの経過を具体的な出来事を中心に報告する。

講師プロフィール 松良千廣（まつらちひろ）学校法人常盤木学園理事長・常盤木学園高等学校校長。

1973年シティバンク入社。1985年常盤木学園に転職。「学校は未来の幸せを売るサービス業」「教
育の目的は自立」と学校改革。教師の意識改革に努め、保護者と生徒の声を聞くために校長ポスト（目
安箱）を設置し、教師のスキルアップに役立てる。「パフォーマンス」の授業を必修にして生徒のコ
ミュニケーション能力の育成に努める。宮城県私立中学高等学校連合会会長。

◆ ◆
工 藤 誠 一（聖光学院中学・高等学校 校長）
森 本 純 生（高崎商科大学附属高等学校 理事長・校長）
正 村 幸 雄（学校法人鹿児島学園 理事長）
富 本 道 宣（富本教育研究所 所長）
鈴 木 秀 一（財団法人日本私学教育研究所 事務局長）

全体会（交流会）

専門委員・指導員（順不同）

講演要旨と講師紹介

分科会（研究討議）



1)申 込 下記の「参加申し込みの注意」をよくご覧になったうえでお申し込みください。
2)申 込 先

〒102-0073
東京都千代田区九段北4-3-8 市ヶ谷UNビル6階
「財団法人 日本私学教育研究所
私立学校専門研修会 法人管理事務運営部会担当」宛
電話 03(3222)1621 FAX 03(3222)1683

ホームページ http://www.shigaku.or.jp/

3)申込締切日 平成2３年６月１７日（金）必着
申し込みは先着順に受け付けますので募集人員をこえた場合は、期日前で
も締め切らせていただくことがあります。

１９，０００円

参加申込書受付後、参加確認証をご本人宛にお送りいたしますので、
研修会当日受付にご提示ください。

当研究所では、参加される先生方の個人情報は、厳重に管理・保護の上、その取扱いについては、
法令その他の規範を遵守し、細心の注意を払います。参加申込書にご記入いただく個人情報は、参加
確認証および研修会参加のために必要な書類の送付、実施要項の名簿の作成、当研究所の研修会開催
等の情報の送付、また何らかの理由で研修会に参加される先生方に連絡する必要が生じた場合のみに
利用いたします。

１．参加申込書に必要事項を記入のうえ、上記「参加申し込み方法 ２）申込先」にご郵送またはFAX
してください。（申し込み後、２週間以内に確認証が届かない場合はお電話にてご確認ください。）

２．参加申込書受付後、「参加確認証」と「参加費等請求書（コンビニ払込用紙）」をお送りいたしま
す。参加費は、必ずこの払込用紙にて、指定されたコンビニエンスストアでお振り込みください。
なお、参加費等の領収書は｢払込受領証｣をもって代えさせていただきますので、大切に保管してく
ださい。

３．変更・取り消しは、必ず、FAX（03-3222-1683）のうえお電話(03-3222-1621)にて日本
私学教育研究所へご連絡ください。
研修会費振込後の取り消しの場合、研修会終了後１ヶ月以内に返金いたしますが、事務手数料と

して1,000円を申し受けます。ただし、６月2７日（月）17:00以降にあった場合、いったん納入
された参加費は返金できません。研修会資料等の発送をもって代えさせていただきます。
研修会費振込前の取り消しの場合、６月2７日（月）17:00までにご連絡がない場合はキャンセル
料を全額申し受け、研修会資料の発送をもって代えさせていただきますのでご注意ください。

参加申し込み方法

参加確認証

参加申し込みの注意

個人情報の取扱について

参 加 費

●東京メトロ有楽町線・南北線

「市ヶ谷駅」A1-1出口

●都営新宿線「市ヶ谷駅」

A1-1，A4出口

●JR総武線「市ヶ谷駅」

（中央線より「四ッ谷駅」または

「お茶の水駅」にて総武線に乗

り換え）

※各出口より徒歩約2～４分

会場「私学会館（アルカディア市ヶ谷）」 案内図



ＦＡＸ番号 ０３－３２２２－１６８３

平成23年度 全国私立中学高等学校 私立学校専門研修会

法人管理事務運営部会 参加申込書
平成23年 月 日

（ふりがな） 男
① 参 加 者 氏 名

女

③
② 学 校 名 職

名

〒 ー （必ずご記入ください。）

④ 学 校 住 所

TEL （ ） FAX （ ）

⑤ 参加確認証送付先 〒 ー （必ずご記入ください。）

※上記の参加者ご本人、または
学校住所以外への送付を希望
する場合にご記入ください。 （受取人氏名 ）

⑥ 参加者連絡先※

※緊急の場合、確実に連絡がとれる携帯電話番号・自宅電話番号等をご記入ください。

⑦「講演Ⅰ」の講演内容・「分散会」のグループ分けの参考といたしますので、下記のアンケートにご協力くだ
さい。

Ａ．貴校・貴職について(1)･(2)は該当する数字に○をつけ、(3)･(4)は人数をご記入ください。

(1)法 人 種 １．文部科学大臣所轄法人 ２．都道府県知事所轄法人

１．法人事務 ２．中高事務 ３．法人事務・中高事務兼務
(2)職 域

４．その他 （ ）

(3)生徒等数 中高生徒数 人 法人併設校児童・生徒・学生等総数 人

(4)職 員 数 中高教員数 人 中高事務職員数 人 法人事務職員数 人

Ｂ．講演Ⅰでお聞きになりたい直面しているリスク、最近増えているトラブル、関心の高いリスクがありまし
たらご記入ください。

Ｃ．分科会で話し合いたい討議題に○をつけ、具体的なテーマや実践例があ １．学校改革
りましたらご記入ください。 ２．リスクマネジメント

⑨ 通 信 欄

※ 郵送，FAXでお申し込みください。 受付番号
※ 複数名の参加の場合は、本参加申込書をコピーしてご記入ください。 （研究所記入欄）


	法人管理３.pdf
	法人管理４
	法人管理５

